
(57)【要約】

【課題】　放電電極の酸化を効果的に抑制でき、サージ

に対する応答性が良好な放電型サージ吸収素子を実現す

る。

【解決手段】　主放電間隙18を隔てて対向配置した一対

の放電電極14，14と、各放電電極14，14と微小放電間隙

32を隔てて対向配置した導電性被膜28を備えたトリガ放

電部材16とを、放電ガスと共に気密容器12内に封入して

成る放電型サージ吸収素子10において、上記放電電極14

を、ニッケル－マンガン合金等より成るニッケル合金で

構成した。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 主 放 電 間 隙 を 隔 て て 対 向 配 置 し た 複 数 の 放 電 電 極 と 、 各 放 電 電 極 と 微 小 放 電 間 隙 を 隔 て
て 対 向 配 置 し た 導 電 性 被 膜 を 備 え た ト リ ガ 放 電 部 材 と を 、 放 電 ガ ス と 共 に 気 密 容 器 内 に 封
入 し て 成 る 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 に お い て 、 上 記 放 電 電 極 を ニ ッ ケ ル 合 金 で 構 成 し た こ と
を 特 徴 と す る 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 放 電 電 極 を 、 ニ ッ ケ ル － マ ン ガ ン 合 金 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 気 密 容 器 内 に 封 入 し た 複 数 の 放 電 電 極 間 の 放 電 間 隙 に お け る 放 電 現 象 を 利
用 し て 誘 導 雷 等 の サ ー ジ を 吸 収 す る こ と に よ り 、 電 子 機 器 が 損 傷 す る こ と を 防 止 す る 放 電
型 サ ー ジ 吸 収 素 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 誘 導 雷 等 の サ ー ジ か ら 電 子 機 器 の 電 子 回 路 を 保 護 す る た め の サ ー ジ 吸 収 素 子 と し
て 、 電 圧 非 直 線 特 性 を 有 す る 高 抵 抗 体 素 子 よ り な る バ リ ス タ や 、 放 電 間 隙 を 気 密 容 器 内 に
収 容 し た ガ ス ア レ ス タ 等 が 広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 バ リ ス タ は 、 サ ー ジ 吸 収 の 応 答 性 に 優 れ る も の の 、 単 位 面 積 当 た り の 電 流 耐 量 が 比
較 的 小 さ く 、 し た が っ て 大 き な サ ー ジ 電 流 を 効 率 よ く 吸 収 す る こ と が 困 難 で あ る 。 ま た 、
上 記 ガ ス ア レ ス タ は 、 放 電 間 隙 に ア ー ク 放 電 を 生 成 し 、 こ の ア ー ク 電 圧 は 殆 ど 上 昇 し な い
た め 、 電 流 耐 量 を 大 き く す る こ と が で き る の で あ る が 、 そ の 反 面 、 放 電 遅 れ 時 間 が 大 き く
、 急 峻 な 立 ち 上 が り 特 性 を 有 す る サ ー ジ に 対 し て は 、 残 留 電 圧 が 発 生 し て サ ー ジ 防 護 を 十
分 に 行 い 得 な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 出 願 人 は 、 先 に 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ４ ７ ６ ５ 号 公 報 に 示 す 放 電 型 サ ー ジ 吸 収
素 子 を 提 案 し た 。
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 こ の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 60は 、 ガ ラ ス よ り 成 る 気 密 容 器 62内 に 、
ア ル ゴ ン 、 ネ オ ン 、 ヘ リ ウ ム 、 キ セ ノ ン 等 の 希 ガ ス あ る い は 窒 素 ガ ス 等 の 不 活 性 ガ ス の 単
体 又 は 混 合 ガ ス よ り 成 る 放 電 ガ ス 、 又 は 上 記 放 電 ガ ス に 水 素 、 六 フ ッ 化 硫 黄 ガ ス 、 二 酸 化
炭 素 を 混 合 し て 成 る 放 電 ガ ス と 、 導 電 性 に 優 れ た ニ ッ ケ ル 等 の 金 属 を 細 長 い 丸 棒 状 に 加 工
し て 成 る 一 対 の 放 電 電 極 64， 64と 、 絶 縁 性 材 料 で あ る セ ラ ミ ッ ク よ り 成 る ト リ ガ 放 電 部 材
66を 封 入 し て 成 る 。
　 上 記 一 対 の 放 電 電 極 64， 64は 、 所 定 の 距 離 を 隔 て て 平 行 配 置 さ れ て お り 、 両 放 電 電 極 64
， 64間 に 主 放 電 間 隙 68が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 放 電 電 極 64， 64の 下 端 部 に は 、 リ ー
ド 端 子 70， 70の 一 端 が 接 続 さ れ て お り 、 上 記 リ ー ド 端 子 70， 70の 他 端 は 、 上 記 気 密 容 器 62
の 封 止 部 72を 貫 通 し て 外 部 に 導 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 ト リ ガ 放 電 部 材 66は 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 略 楕 円 盤 状 の 本 体 部 74
と 、 該 本 体 部 74を 上 下 に 貫 通 す る 一 対 の 孔 76， 76を 有 し て お り 、 該 孔 76， 76内 に 、 上 記 放
電 電 極 64， 64と リ ー ド 端 子 70， 70が 挿 通 さ れ て い る 。
　 上 記 ト リ ガ 放 電 部 材 66の 一 対 の 孔 76， 76間 に は 、 本 体 部 74表 面 か ら 所 定 の 高 さ で 突 出 し
、 そ の 表 面 に カ ー ボ ン 系 材 料 等 よ り 成 る 導 電 性 被 膜 78が 被 着 さ れ た 凸 部 80が 形 成 さ れ て お
り 、 該 凸 部 80の 両 端 縁 の 一 部 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 微 小 放 電 間 隙 82を 隔 て て 、 孔 76， 76
内 に 挿 入 さ れ た 放 電 電 極 64， 64の 内 方 側 の 外 面 略 半 周 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、
凸 部 80表 面 の 導 電 性 被 膜 78と 、 各 放 電 電 極 64， 64と が 、 放 電 電 極 64， 64の 内 方 側 の 外 面 の
略 半 周 に 亘 っ て 、 上 記 微 小 放 電 間 隙 82を 隔 て て 対 向 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 構 成 を 備 え た 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 60に 、 リ ー ド 端 子 70， 70を 介 し て サ ー ジ が 印 加
さ れ る と 、 導 電 性 被 膜 78と 各 放 電 電 極 64， 64間 の 微 小 放 電 間 隙 82に 電 界 が 集 中 し 、 こ れ に
よ り 微 小 放 電 間 隙 82に 電 子 が 放 出 さ れ て ト リ ガ 放 電 が 発 生 す る 。 次 い で 、 こ の ト リ ガ 放 電
は 、 電 子 の プ ラ イ ミ ン グ 効 果 に よ っ て グ ロ ー 放 電 へ と 移 行 す る 。 そ し て 、 こ の グ ロ ー 放 電
が サ ー ジ 電 流 の 増 加 に よ っ て 主 放 電 間 隙 68へ と 転 移 し 、 さ ら に 主 放 電 と し て の ア ー ク 放 電
に 移 行 し て サ ー ジ の 吸 収 が 行 わ れ る の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ４ ７ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 放 電 電 極 64， 64の 構 成 材 料 と し て は 、 導 電 性 に 優 れ た ニ ッ ケ ル （ Ｎ ｉ ）
が 広 く 用 い ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 ニ ッ ケ ル で 放 電 電 極 64， 64を 構 成 し た 場 合 、 大 気
中 で ガ ラ ス 管 を バ ー ナ 等 の 炎 で 封 じ 切 っ て 気 密 容 器 62の 封 止 部 72を 形 成 す る 際 に 、 放 電 電
極 64， 64表 面 に 絶 縁 性 の 酸 化 膜 が 形 成 さ れ て し ま い 、 そ の 結 果 、 放 電 電 極 64， 64間 の 主 放
電 間 隙 68に お け る ア ー ク 放 電 の 生 成 が 阻 害 さ れ 、 サ ー ジ に 対 す る 応 答 性 を 低 下 さ せ る 要 因
と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 発 明 は 、 従 来 の 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
放 電 電 極 の 酸 化 を 効 果 的 に 抑 制 で き 、 サ ー ジ に 対 す る 応 答 性 が 良 好 な 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素
子 を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 は 、 主 放 電 間 隙 を 隔 て
て 対 向 配 置 し た 複 数 の 放 電 電 極 と 、 各 放 電 電 極 と 微 小 放 電 間 隙 を 隔 て て 対 向 配 置 し た 導 電
性 被 膜 を 備 え た ト リ ガ 放 電 部 材 と を 、 放 電 ガ ス と 共 に 気 密 容 器 内 に 封 入 し て 成 る 放 電 型 サ
ー ジ 吸 収 素 子 に お い て 、 上 記 放 電 電 極 を ニ ッ ケ ル 合 金 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 ニ ッ ケ ル 合 金 と し て は 、 例 え ば ニ ッ ケ ル － マ ン ガ ン 合 金 が 該 当 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 に あ っ て は 、 放 電 電 極 を 耐 酸 化 性 に 優 れ た ニ ッ ケ ル － マ
ン ガ ン （ Ｎ ｉ － Ｍ ｎ ） 合 金 等 の ニ ッ ケ ル 合 金 で 構 成 し て い る の で 、 放 電 電 極 表 面 に お け る
酸 化 膜 の 形 成 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 の サ ー ジ 吸 収 素 子 は 、 絶 縁 性 の 酸
化 膜 に よ っ て 放 電 電 極 間 の 主 放 電 間 隙 に お け る ア ー ク 放 電 の 生 成 が 阻 害 さ れ る こ と を 有 効
に 防 止 で き 、 サ ー ジ に 対 す る 応 答 性 が 良 好 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ き 本 発 明 に 係 る 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 を 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発
明 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
　 こ の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10は 、 ガ ラ ス よ り 成 る 気 密 容 器 12内 に 、 所 定 の 放 電 ガ ス と 、
細 長 い 丸 棒 状 の 一 対 の 放 電 電 極 14， 14と 、 絶 縁 性 材 料 で あ る フ ォ ル ス テ ラ イ ト 、 ア ル ミ ナ
、 ス テ ア タ イ ト 等 の セ ラ ミ ッ ク よ り 成 る ト リ ガ 放 電 部 材 16を 封 入 し て 成 る 。
　 上 記 一 対 の 放 電 電 極 14， 14は 、 所 定 の 距 離 を 隔 て て 平 行 配 置 さ れ て お り 、 両 放 電 電 極 14
， 14間 に 主 放 電 間 隙 18が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 放 電 電 極 14， 14の 下 端 部 に は 、 デ ュ
メ ッ ト 線 （ 銅 被 覆 鉄 ニ ッ ケ ル 合 金 線 ） や ４ ２ － ６ 合 金 線 等 よ り 成 る リ ー ド 端 子 20， 20の 一
端 が 接 続 さ れ て お り 、 上 記 リ ー ド 端 子 20， 20の 他 端 は 、 上 記 気 密 容 器 12の 封 止 部 22を 貫 通
し て 外 部 に 導 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 ト リ ガ 放 電 部 材 16は 、 気 密 容 器 12の 封 止 部 22上 に 配 置 さ れ て お り 、 図 ２ 及 び 図 ３ に
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拡 大 し て 示 す よ う に 、 略 楕 円 盤 状 の 本 体 部 24と 、 該 本 体 部 24を 上 下 に 貫 通 す る 一 対 の 孔 26
， 26を 有 し て い る 。
　 上 記 孔 26， 26は 、 そ の 上 端 か ら 下 端 へ 向 か っ て 所 定 位 置 に 至 る ま で は 、 上 記 放 電 電 極 14
の 外 形 寸 法 と 略 同 径 と 成 さ れ て お り 、 上 記 所 定 位 置 か ら 下 端 へ 至 る ま で は 、 放 電 電 極 14の
外 形 寸 法 よ り 小 径 と 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 孔 26， 26内 に 、 放 電 電 極 14， 14と リ ー ド
端 子 20， 20が 挿 通 さ れ て い る 。
　 上 記 孔 26， 26内 に 挿 入 さ れ た 放 電 電 極 14， 14の 外 面 は 、 本 体 部 24の 壁 面 に 当 接 す る と 共
に 、 上 記 放 電 電 極 14， 14の 下 端 部 は 、 孔 26， 26内 の 上 記 所 定 位 置 近 傍 の 本 体 部 24壁 面 に 当
接 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 ト リ ガ 放 電 部 材 16の 一 対 の 孔 26， 26間 に は 、 本 体 部 24表 面 か ら 所 定 の 高 さ （ 例 え ば
、 約 １ mmの 高 さ ） で 突 出 し 、 そ の 表 面 に カ ー ボ ン 系 材 料 等 よ り 成 る 導 電 性 被 膜 28が 被 着 さ
れ た 凸 部 30が 形 成 さ れ て お り 、 該 凸 部 30の 両 端 縁 の 一 部 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 微 小 放 電
間 隙 32を 隔 て て 、 孔 26， 26内 に 挿 入 さ れ た 放 電 電 極 14， 14の 内 方 側 の 外 面 略 半 周 に 沿 っ て
配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 凸 部 30表 面 の 導 電 性 被 膜 28と 、 各 放 電 電 極 14， 14と が 、 放 電 電
極 14， 14の 内 方 側 の 外 面 の 略 半 周 に 亘 っ て 、 上 記 微 小 放 電 間 隙 32を 隔 て て 対 向 配 置 さ れ て
い る 。 尚 、 上 記 微 小 放 電 間 隙 32は 、 例 え ば １ ０ ～ ５ ０ μ ｍ の 範 囲 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 放 電 電 極 14は 、 ニ ッ ケ ル － マ ン ガ ン （ Ｎ ｉ － Ｍ ｎ ） 合 金 等 の ニ ッ ケ ル 合 金 で 構 成 さ
れ て い る 。
　 ニ ッ ケ ル 合 金 は 耐 酸 化 性 に 優 れ て い る た め 、 放 電 電 極 14を ニ ッ ケ ル － マ ン ガ ン （ Ｎ ｉ －
Ｍ ｎ ） 合 金 等 の ニ ッ ケ ル 合 金 で 構 成 す る こ と に よ り 、 放 電 電 極 14の 酸 化 を 抑 制 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10に お い て は 、 上 記 放 電 ガ ス を 、 ネ オ ン （ Ｎ ｅ ） 、 ア ル
ゴ ン （ Ａ ｒ ） 、 水 素 （ Ｈ ２ ） の 混 合 ガ ス で 構 成 し 、 ア ル ゴ ン を １ ０ ～ ２ ０ 体 積 ％ 、 水 素 を
２ ～ １ ０ 体 積 ％ の 割 合 で 混 合 し て 成 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 構 成 を 備 え た 本 発 明 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10に 、 リ ー ド 端 子 20， 20を 介 し て サ ー
ジ が 印 加 さ れ る と 、 導 電 性 被 膜 28と 各 放 電 電 極 14， 14間 の 微 小 放 電 間 隙 32に 電 界 が 集 中 し
、 こ れ に よ り 微 小 放 電 間 隙 32に 電 子 が 放 出 さ れ て ト リ ガ 放 電 が 発 生 す る 。 次 い で 、 こ の ト
リ ガ 放 電 は 、 電 子 の プ ラ イ ミ ン グ 効 果 に よ っ て グ ロ ー 放 電 へ と 移 行 す る 。 そ し て 、 こ の グ
ロ ー 放 電 が サ ー ジ 電 流 の 増 加 に よ っ て 主 放 電 間 隙 18へ と 転 移 し 、 さ ら に 主 放 電 と し て の ア
ー ク 放 電 に 移 行 し て サ ー ジ の 吸 収 が 行 わ れ る の で あ る 。
　 上 記 の 通 り 、 本 発 明 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10に あ っ て は 、 各 放 電 電 極 14， 14と 導 電 性
被 膜 28と が 、 放 電 電 極 14， 14の 内 方 側 の 外 面 の 略 半 周 に 亘 っ て 対 向 配 置 さ れ て い る の で 、
上 記 微 小 放 電 間 隙 32に お け る ト リ ガ 放 電 を 広 い 範 囲 に 亘 っ て 生 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 而 し て 、 本 発 明 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10に あ っ て は 、 放 電 電 極 14を 耐 酸 化 性 に 優 れ た
ニ ッ ケ ル － マ ン ガ ン （ Ｎ ｉ － Ｍ ｎ ） 合 金 等 の ニ ッ ケ ル 合 金 で 構 成 し て い る の で 、 大 気 中 で
ガ ラ ス 管 を バ ー ナ 等 の 炎 で 封 じ 切 っ て 気 密 容 器 12の 封 止 部 22を 形 成 し て も 、 放 電 電 極 14表
面 に お け る 酸 化 膜 の 形 成 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 の サ ー ジ 吸 収 素 子 10は
、 絶 縁 性 の 酸 化 膜 に よ っ て 放 電 電 極 14， 14間 の 主 放 電 間 隙 18に お け る ア ー ク 放 電 の 生 成 が
阻 害 さ れ る こ と を 有 効 に 防 止 で き 、 サ ー ジ に 対 す る 応 答 性 が 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ は 、 放 電 電 極 64を ニ ッ ケ ル で 構 成 し た 従 来 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 60の イ ン パ ル ス
放 電 開 始 電 圧 の 分 布 を 示 す ヒ ス ト グ ラ ム 、 図 ５ は 、 放 電 電 極 14を Ｎ ｉ － Ｍ ｎ 合 金 で 構 成 し
た 本 発 明 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10の イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 の 分 布 を 示 す ヒ ス ト グ ラ ム
で あ る 。 尚 、 両 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10， 60共 に 、 直 流 放 電 開 始 電 圧 が ３ ０ ０ Ｖ 、 放 電 ガ
ス と し て 、 ネ オ ン 、 ア ル ゴ ン （ １ ５ 体 積 ％ ） 、 水 素 （ ５ 体 積 ％ ） の 混 合 ガ ス を ３ ２ ０ Ｔ ｏ
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ｒ ｒ で 封 入 し た も の を 用 い 、 １ ｋ Ｖ ／ １ ０ μ ｓ の イ ン パ ル ス 電 圧 を 印 加 し て 測 定 し た 。 因
み に 、 急 峻 な 立 ち 上 が り 特 性 を 有 す る イ ン パ ル ス 電 圧 を 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10に 印 加 し
た 際 に は 、 放 電 動 作 開 始 に 遅 れ を 生 じ る た め イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 は 、 直 流 放 電 開 始 電
圧 よ り 高 く な る が 、 こ の イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 が 低 い ほ ど 、 サ ー ジ に 対 す る 応 答 性 が 良
好 で あ る と い え る 。
　 図 ４ 及 び 図 ５ の ヒ ス ト グ ラ ム に 示 さ れ る 通 り 、 本 発 明 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10（ 図 ５
参 照 ） の 方 が 、 従 来 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 60（ 図 ４ 参 照 ） に 比 べ て 、 イ ン パ ル ス 放 電 開
始 電 圧 が 低 く 分 布 し て お り 、 平 均 の イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 に お い て も 、 本 発 明 の 放 電 型
サ ー ジ 吸 収 素 子 10が ４ ２ ４ Ｖ で あ る の に 対 し 、 従 来 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 60が ４ ５ ４ Ｖ
で あ り 、 本 発 明 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10の 方 が サ ー ジ に 対 す る 応 答 性 が 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 尚 、 上 記 の 通 り 、 放 電 ガ ス を 、 ネ オ ン （ Ｎ ｅ ） 、 ア ル ゴ ン （ Ａ ｒ ） 、 水 素 （ Ｈ ２ ） の 混
合 ガ ス で 構 成 し 、 ア ル ゴ ン を １ ０ ～ ２ ０ 体 積 ％ 、 水 素 を ２ ～ １ ０ 体 積 ％ の 割 合 で 混 合 す る
こ と に よ り 、 サ ー ジ に 対 す る 応 答 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 図 ６ は 、 イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 と 、 放 電 ガ ス の ガ ス 組 成 （ Ｎ ｅ 、 Ａ ｒ 、 Ｈ ２ ） 比 率 と
の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
　 図 ６ に お い て 、 グ ラ フ Ａ は 、 放 電 ガ ス を ネ オ ン と ア ル ゴ ン で 構 成 し た 場 合 に お け る イ ン
パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 と ア ル ゴ ン 比 率 と の 関 係 を 示 し 、 グ ラ フ Ｂ は 、 放 電 ガ ス を ネ オ ン 、 ア
ル ゴ ン 、 水 素 （ ２ 体 積 ％ ） で 構 成 し た 場 合 に お け る イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 と ア ル ゴ ン 比
率 と の 関 係 を 示 し 、 グ ラ フ Ｃ は 、 放 電 ガ ス を ネ オ ン 、 ア ル ゴ ン 、 水 素 （ ５ 体 積 ％ ） で 構 成
し た 場 合 に お け る イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 と ア ル ゴ ン 比 率 と の 関 係 を 示 し 、 グ ラ フ Ｄ は 、
放 電 ガ ス を ネ オ ン 、 ア ル ゴ ン 、 水 素 （ １ ０ 体 積 ％ ） で 構 成 し た 場 合 に お け る イ ン パ ル ス 放
電 開 始 電 圧 と ア ル ゴ ン 比 率 と の 関 係 を 示 す 。 ま た 、 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 10は 、 直 流 放 電
開 始 電 圧 が ３ ０ ０ Ｖ 、 封 入 ガ ス 圧 ５ ０ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ の も の を 使 用 し 、 １ ｋ Ｖ ／ １ ０ μ ｓ の イ
ン パ ル ス 電 圧 を 印 加 し て 測 定 し た 。
　 図 ６ の グ ラ フ に 示 す 通 り 、 ア ル ゴ ン を １ ０ ～ ２ ０ 体 積 ％ 、 水 素 を ２ ～ １ ０ ％ 体 積 ％ の 割
合 で ネ オ ン と 混 合 し た 場 合 に 、 イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 の 低 下 効 果 が 大 き く 、 サ ー ジ に 対
す る 応 答 性 が 良 好 で あ る 。 特 に 、 ア ル ゴ ン が １ ５ 体 積 ％ 、 水 素 が １ ０ 体 積 ％ の 場 合 （ グ ラ
フ Ｄ 参 照 ） に イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 が 最 低 と な っ て お り 、 サ ー ジ に 対 す る 応 答 性 が 最 も
高 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 の 放 電 電 極 と ト リ ガ 放 電 部 材 の 詳 細 を 示 す 拡
大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｂ － Ｂ 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 の イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 の 分 布 を 示 す ヒ ス ト グ ラ
ム で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 の イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 の 分 布 を 示 す ヒ ス
ト グ ラ ム で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 の イ ン パ ル ス 放 電 開 始 電 圧 と 、 放 電 ガ ス の ガ
ス 組 成 （ Ｎ ｅ 、 Ａ ｒ 、 Ｈ ２ ） 比 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子 の 放 電 電 極 と ト リ ガ 放 電 部 材 の 詳 細 を 示 す 拡 大 断 面
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の Ａ － Ａ 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 10　 放 電 型 サ ー ジ 吸 収 素 子
　 12　 気 密 容 器
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　 14　 放 電 電 極
　 16　 ト リ ガ 放 電 部 材
　 18　 主 放 電 間 隙
　 24　 ト リ ガ 放 電 部 材 の 本 体 部
　 26　 ト リ ガ 放 電 部 材 の 孔
　 28　 導 電 性 被 膜
　 30　 ト リ ガ 放 電 部 材 の 凸 部
　 32　 微 小 放 電 間 隙

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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